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特集
全本支所職員が集い交流を深める
またコンプライアンス研修を実施



▲コンプライアンス研修

▲新人職員紹介で今後の抱負を述べる穴水職員

▲勤続30年表彰を受ける中村農業振興副本部長

特集
s a n s a n

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
4
月
25
日
、第
23
回
職
員
研
修
大
会
を
厚
真

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、総
勢
1
4
8
名
が
参
加
し
た
。同
研
修

は
J
A
合
併
後
か
ら
開
催
形
式
を
変
え
な
が
ら
職
員
の
交
流
と
研
修
を
メ

イ
ン
と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。今
年
度
は
、令
和
6
年
度
の
事
業

計
画
を
上
回
る
事
業
実
績
の
達
成
に
向
け
、本
年
度
の
重
点
方
策
な
ど
に
つ

い
て
の
認
識
を
共
有
す
る
と
共
に
、不
祥
事
再
発
防
止
を
徹
底
し
、全
職
員

の
意
思
統一と
職
員
間
の
交
流
に
よ
り
目
標
達
成
と
信
頼
回
復
へ
の
機
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た
。

　開
会
に
当
た
り
宮
田
広
幸
組
合
長
は「
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
、様
々

な
影
響
で
燃
油
・
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
な
ど
、組
合
員
の
経
営
に
と
っ
て

も
向
か
い
風
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
職
員
の
皆
様
の
考
え

を
聞
く
場
を
設
け
る
予
定
で
す
。色
々
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
頂
き
こ
の

変
革
期
を
皆
さ
ん
と一緒
に
乗
り
越
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
挨

拶
し
た
。

　研
修
大
会
に
先
立
ち
ス
テ
ー
ジ
上
で
全
職
員
に
向
け
て
新
採
用
職
員
紹

介
が
行
わ
れ
、登
壇
し
た
新
人
は「
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
初
々

し
い
挨
拶
を
し
た
。そ
の
他
に
も
永
年
勤
続（
30
年
勤
続
）や
資
格
取
得
者
、

昨
年
度
の
優
績
部
署
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
、宮
田
組
合
長
か
ら
表
彰
状

と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
た
。

　そ
の
後
、㈱
人
材
育
成
フ
ォ
レ
ス
ト
の
松
岡
直
人
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
講
師
か

ら
、ミ
ス
の
防
止
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
題
し
た
研
修
の
中
で「
人
は
ミ

ス
を
起
こ
し
ま
す
。そ
の
前
提
に
立
た
な
け
れ
ば
ミ
ス
を
防
止
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。ミ
ス
が
起
こ
っ
た
時
、人
を
責
め
る
の
で
は
な
く
仕
組
み（
物

理
的
な
仕
組
み
・
方
法
・
ル
ー
ル
な
ど
）の
改
善
に
努
め
て
下
さ
い
」と
説
明

を
受
け
た
。ま
た
ミ
ス
を
事
前
に
回
避
す
る
に
は
報
告
・
連
絡
・
相
談
は
不

可
欠
で
、報
連
相
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
原
因
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
内
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。そ
の
中
で「
仕
事
の
内
容
の
理
解
が
進
ん
で
お

ら
ず
、そ
の
現
象
に
対
す
る
重
要
度
を
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」な
ど
様
々
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。ま
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
メ
ン

バ
ー
は
日
頃
接
す
る
機
会
の
多
い
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、そ
の
場

面
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
実
施
で
き
た
た
め
有
意
義
な
研
修
会
と

な
っ
た
。

　閉
会
に
堀
弘
幸
専
務
は「
こ
れ
か
ら
チ
ー
ム
と
ま
こ
ま
い
広
域
と
し
て
知

恵
と
力
と
経
験
を
結
集
し
業
務
に
あ
た
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ま
た

業
務
の
仕
方
も
時
代
と
共
に
創
意
工
夫
し
前
例
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
合

理
的
な
方
策
を
検
討
し
改
善
し
て
下
さ
い
」と
挨
拶
し
大
会
は
終
了
し
た
。

全本支所職員が集い交流を深める

またコンプライアンス研修を実施
全本支所職員が集い交流を深める

またコンプライアンス研修を実施
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裏表紙

　6月下旬から順次出荷されるハスカップの
花。ハスカップの花は二つの花から一つの実
をつけることから「愛の契り」という花言葉が
あります。そのため織姫と彦星が一年に一度
天の川で会える日とされている7月7日の七
夕がハスカップの日とされています。
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特集 全本支所職員が集い交流を深める

　　 またコンプライアンス研修を実施

カメラレポート

・ほうれん草部会目慣らし会・出荷原料説明会実施

出荷最盛期を前に販売力強化に繋げる

・震災で被害を受けた農地完全に復旧

厚真町幌内沢地区で震災後初となる田植えが再開

令和6年度 JAとまこまい広域

生産組織、組織代表者、事務局担当者名簿

・理事会報告

・楠野前ＪＡ代表理事専務の訃報

期待の農力 市島聡さん

ワンポイント営農情報

あぐり講座

JAからのお知らせ

ＪＡバンクアプリ もっと便利にご利用キャンペーン

平日にパパっと作りたい、簡単・時短のズボラレシピ
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カメラレポート

地域の話
題を

パチリと

　
安
平
町
早
来
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正

処
理
対
策
協
議
会
で
の
廃
プ
ラ
一
括
回
収
を
、

５
月
22
日
（
水
）、
安
平
町
遠
浅
に
て
行
っ
た
。

　
早
来
地
区
で
は
年
３
回
の
一
括
回
収
を
行
っ

て
お
り
、
今
回
は
、
そ
の
１
回
目
と
な
る
回
収

で
43
戸
か
ら
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
農
業
用
ポ

リ
な
ど
１
９
，
４
４
４
㎏
が
集
ま
っ
た
。
昨
年

よ
り
２
，
３
５
８
㎏
少
な
い
回
収
結
果
と
な
っ

た
。

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
不
法
投
棄
、
野
焼
き
は

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
十

六
条
の
二
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
反

す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
、
若
し
く
は
１
，
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
、
そ
の
両
方
が

科
せ
ら
れ
る
。
な
お
、
法
人

の
場
合
は
３
億
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、

環
境
汚
染
に
も
繋
が
る
た

め
、
農
業
者
の
方
々
に
は
適

正
処
理
へ
の
意
識
と
関
心
を

さ
ら
に
高
め
て
頂
き
た
い
。

　
翌
23
日
、
北
斗
市
に
あ
る

日
本
公
防
株
式
会
社
が
回
収

し
、
ト
レ
ー
ラ
ー
４
台
で
運

搬
し
た
。

　
安
平
町
早
来
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正
処
理
対
策

協
議
会
で
の
廃
プ
ラ
一
括
回

収
は
、
７
月
中
旬
に
２
回
目

の
回
収
、
11
月
中
旬
に
３
回

目
の
回
収
を
予
定
し
て
い

る
。

▲堆積された廃プラを
トレーラーに積み込む

様子

　
4
月
17
日
（
水
）、
J
A
と
ま
こ
ま

い
広
域
苫
小
牧
支
所
の
女
性
組
織
ス

マ
イ
ル
レ
デ
ィ
（
溝
口
千
晴
部
長
）

と
広
域
女
性
部
苫
小
牧
支
部
（
飯
田

秀
子
支
部
長
）
が
合
同
で
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
製
作
実
習
を
苫
小
牧
支
所
会
議

室
に
て
行
っ
た
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と

は
植
物
標
本
を
意
味
し
、
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
オ
イ
ル
で
満
た

し
た
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
。
昨
年

12
月
の
日
胆
地
区
女
性
部
研
修
会
で

行
わ
れ
た
研
修
を
復
習
し
、
参
加
で

き
な
か
っ
た
部
員
に
伝
え
る
意
味
で

開
催
さ
れ
た
。
選
ぶ
花
材
や
配
置
の
仕
方
で

様
々
な
個
性
が
現
れ
る
点
に
面
白
み
が
あ
り
、

自
然
と
会
話
も
弾
ん
だ
。

　
今
後
は
各
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
行
事
な
ど
で
更
な
る
普
及
に
取
組

む
と
と
も
に
、
苫
小
牧
支
部
の
恒
例
行
事
と
し

て
引
き
続
き
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

▲材料のほとんどを100円ショップで見つけることができる。
　参加人数が多いほど材料の種類を増やしやすい。

　
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
令
和
６
年
度
採
用

と
な
っ
た
ホ
ク
レ
ン
新
人
職
員
３
名
を
５
月
７

日
〜
５
月
24
日
の
期
間
で
受
け
入
れ
し
、
農
協

業
務
の
実
習
と
農
家
現
場
で
の
実
習
を
行
っ

た
。

　
こ
の
実
習
は
ホ
ク
レ
ン
が
求
め
る
人
材
を
育

て
る
た
め
の
能
力
開
発
研
修
の
一
環
と
し
て
、

入
会
後
に
行
わ
れ
る
。
新
採
用
と
な
っ
た
職
員

が
北
海
道
各
地
の
農
協
で
約
３
週
間
の
実
習
を

行
い
、
農
協
や
農
家
の
実
習
を
通
し
て
現
場
で

の
体
験
を
通
し
て
生
き
た
知
識
を
習
得
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
概
況
や
農
協
施
設
見
学
の
ほ
か
、
厚
真

職
員
親
睦
会
が
主
催
す
る
観
桜
会
に
参
加
し
職

員
の
前
で
自
己
紹
介
し
た
。
農
家
研
修
で
は
厚

真
地
区
の
丹
羽
俊
介
さ
ん
、
山
田
義
雄
さ
ん
、

畑
嶋
宏
謙
さ
ん
の
農
場
で
馬
鈴
薯
の
定
植
や
メ

ロ
ン
の
わ
き
目
取
り
・
田
植
え
作
業
な
ど
を
体

験
し
た
。

　
実
習
を
終
え
た
新
人
職
員
は
「
全
て
が
初
め

て
の
経
験
で
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
」
と
話
し
た
。
ま
た
「
こ
の
実
習
を
通
し
て

生
産
者
は
多
大
な
苦
労
が
あ
る
こ
と
が
改
め
て

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
ホ
ク
レ

ン
職
員
と
し
て
生
産
者
の
苦
労
軽
減
で
き
る
よ

う
に
努
め
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
ま
た
受
け
入
れ
し
た
生
産
者
は
「
ど
こ
の
部

署
に
配
属
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
農

家
で
の
研
修
を
活
か
し
て
ホ
ク
レ
ン
職
員
と
し

て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　
今
回
、
生
産
者
や
ご
対
応
し
て
頂
い
た
生
産

者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
忙
し

い
期
間
に
限
ら
ず
受
け
入
れ
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

今
回
受
け
入
れ
し
た
ホ
ク
レ
ン
新
人
職
員

高
橋
利
来
さ
ん
（
24
歳
）、
松
浦
大
進
さ
ん

（
23
歳
）、
山
口
優
馬
さ
ん
（
22
歳
）

▲カボチャの種まき作
業

▲定植前に種芋をカットする作業

厚真苫小牧

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
製
作
実
習
開
催

ス
マ
イ
ル
レ
デ
ィ
と
女
性
部
苫
小
牧
支
部
合
同

厚真早来

令
和
６
年
度

第
１
回
早
来
地
区
廃
プ
ラ
一
括
回
収

法
令
順
守
と
適
正
処
理
に
向
け
て

　
5
月
21
日
（
火
）、
白
老
町
真
證
寺
に
て
獣

魂
慰
霊
祭
（
白
老
和
牛
生
産
改
良
組
合
主
催
）

が
執
り
行
わ
れ
、
組
合
員
お
よ
び
関
係
者
ら
24

名
が
参
加
し
た
。

　
獣
魂
慰
霊
祭
は
人
々
の
生
活
の
糧
と
し
て
犠

牲
と
な
っ
た
家
畜
の
御
霊
を
供
養
し
、
命
の
恵

み
に
感
謝
す
る
た
め
に
年
1
回
行
わ
れ
て
い

る
。

　
開
催
に
あ
た
り
白
老
和
牛
生
産
改
良
組
合
の

阿
部
高
幸
組
合
長
は
「
２
年
前
に
町
内
で
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
昨
年

も
牛
の
伝
染
病
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
物
価
高
騰
も
あ
り
家
畜
を
取

り
巻
く
情
勢
は
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

我
々
生
産
者
も
耐
え
る
時
期
が
続

き
ま
す
が
、
一
丸
と
な
り
立
ち
向

か
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
白
老
町
は
今
年
和
牛
導
入
70

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

白
老
牛
肉
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
る

た
め
、
町
全
体
で
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
含
め
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
話
し
た
。

▲獣魂慰霊祭の様子

▲挨拶する阿部組合長

厚真白老

獣
魂
慰
霊
祭
開
催

白
老
和
牛
生
産
改
良
組
合
主
催

▲選ぶ瓶の形や花材
、オイルの種類や配置

の仕方で様々な表情
を見せる。

▲花材を長いピンセットを使い瓶の中に配置。
　小学生にもできるほど作業は
　簡単ですがセンスは問われます。

広域

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
3
名
受
け
入
れ
る

ホ
ク
レ
ン
新
採
用
職
員
の
農
協
・
農
家
実
習
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カメラレポート

地域の話
題を

パチリと

　
4
月
24
日
か
ら
穂
別
二
俣
地
区
の
二
俣
水
稲

共
同
育
苗
施
設
利
用
組
合
（
清
川
三
十
四
組
合

長
）
の
共
同
籾
伏
せ
作
業
が
行
わ
れ
た
。
当
組

合
は
昨
年
11
月
17
日
に
設
立
50
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
を
挙
行
し
て
い
る
。

　
水
稲
生
産
農
家
６
戸
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

作
業
に
は
各
戸
2
名
以
上
出
役
し
、
１
日
当
た

り
約
4
，9
0
0
枚
の
育
苗
箱
を
作
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
委
託
も
含
め
、
約
2
0
，0
0
0
枚

を
計
画
し
て
い
る
。

　
清
川
組
合
長
は
「
昭
和
48
年
に
設
立
さ
れ
た

当
組
合
は
、
米
情
勢
の
変
遷
や
大
型
機
械
の
導

入
な
ど
、
多
く
の
変
革
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。

地
域
の
労
力
省
力
化
と
良
品
質
米
生
産
を
目
的

に
、
こ
れ
か
ら
も
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
今
回
、
籾
伏
せ
さ
れ
た
苗
は
、
育
苗
機
で
発

芽
さ
せ
た
後
、
ハ
ウ
ス
に
並
べ
ら
れ
5
月
中
旬

の
田
植
時
期
ま
で
、
構
成
員
が
交
代
し
な
が
ら

徹
底
し
た
温
度
管
理
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
　
米
生
産
振

興
会
穂
別
支
部
（
森
本
豊
支
部
長
）
は
26
日
、

春
期
水
稲
現
地
集
合
研
修
会
を
５
つ
の
地
区
に

て
実
施
し
た
。

　
東
胆
振
普
及
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
よ
り
「
令

和
5
年
度
は
記
録
的
な
高
温
に
よ
り
生
育
が

早
く
進
ん
だ
が
、
白
未
熟
粒
・
胴
割
粒
の
発
生
、

タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
の
増
加
、
倒
伏
の
多
発
に

よ
り
、
収
量
・
品
質
へ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
状
況
下
で
も
、
例
年
通
り

の
高
位
安
定
生
産
を
達
成
で
き
た

農
家
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
高
温

対
策
と
し
て
「
基
本
技
術
の
確
実

な
実
施
、
ケ
イ
酸
資
材
の
積
極
的

な
投
入
、
出
穂
以
降
に
適
切
な
水

管
理
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
」

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
生
産
者
か
ら
の
関
心
は
高
く
、

多
く
の
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

　
５
月
３
日
よ
り
、
む
か
わ
町
穂
別
地
区
の
主

要
農
産
物
で
あ
る
「
南
瓜
」
の
定
植
作
業
が
始

ま
っ
た
。

　
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
南
瓜
生
産
部
会
穂

別
支
部
（
石
崎
憲
一
支
部
長
）
で
は
、
生
産

者
66
戸
、
作
付
面
積
約
２
９
２
ha
、
生
産
量

４
，１
７
５
t
、
販
売
高
４
３
１
，１
２
０
千
円

を
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
に
定
植
さ
れ
た
南
瓜
は
ト
ン
ネ
ル

栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
霜
の
被
害
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
早
期
に
出
荷
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
7
月
下
旬
に
は
収
穫
が
始
ま
り
、
8
月

上
旬
よ
り
出
荷
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
生
産
者
の
中
澤
浩
さ
ん
は
「
育
苗
期
間
に
晴

れ
た
日
が
多
か
っ
た
た
め
、日
照
時
間
が
多
く
、

気
温
は
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
苗
の
生
育
は

順
調
に
進
み
、
定
植
作
業
は
去
年
よ
り
も
一
週

間
近
く
早
い
。
た
だ
５
月
中
は
夜
温
が
低
く
な

る
日
が
あ
る
た
め
、
気
を
緩
め
な
い
よ
う
に
作

業
に
臨
み
た
い
」
と
話
す
。

　
ま
た
、「
今
年
の
夏
も
気
温
が
高
く
な
る
話

を
聞
い
て
い
る
の
で
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、こ
ま
め
な
水
分
と
塩
分
補
給
、予
防
グ
ッ

ズ
の
活
用
、
高
温
時
の
作
業
は
極
力
避
け
る
な

ど
の
対
策
を
行
い
、
作
業
員
の
負
担
軽
減
を
図

り
た
い
」
と
話
し
た
。

▲定植作業を行う様
子

▲苗の生育は順調に進んでいた

　
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
に
お
け
る
今
シ
ー
ズ

ン
の
田
植
え
が
5
月
9
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
管
内
で
は
2
4
5
戸
が
作
付
け
を
予
定
し
て

お
り
、
多
く
の
生
産
者
は
5
月
中
旬
以
降
か
ら

始
ま
る
田
植
え
に
向
け
準
備
を
進
め
る
こ
の
時

期
に
、
厚
真
町
東
和
地
区
の
畑
嶋
謙
宏
さ
ん

（
32
歳
）
が
先
陣
を
切
っ
て
田
植
え
を
始
め
た
。

翌
10
日
に
は
、
同
町
幌
内
地
区
の
木
戸
正
人
さ

ん
（
58
歳
）、
桜
丘
地
区
の
森
田
明
央
さ
ん

（
57
歳
）、
熊
沢
和
明
さ
ん
（
68
歳
）、
厚
真
地

区
の
木
村
幸
一
さ
ん
（
82
歳
）
も
後
に
続
い
た
。

　
畑
嶋
さ
ん
は
播
種
か
ら
30
日
程
で
約
12
㎝

（
3
・
1
葉
）
ま
で
育
っ
た
ゆ
め
ぴ
り
か
の
苗

を
田
植
え
機
で
次
々
と
植
え
て
行
っ
た
。
今
年

の
作
付
け
は
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」「
な
な
つ
ぼ
し
」

「
え
み
ま
る（
直
播
）」の
3
品
種
。
約
41 

ha
の

水
田
に
約
2
週
間
か
け
て
植
付
け
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
畑
嶋
さ
ん
は
「
今
年
は
日
差
し
の
強
い
日
や

風
が
強
い
日
が
多
く
、
ハ
ウ
ス
の
温
度
管
理

は
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
好
天
の
影
響
で
ハ
ウ

ス
内
温
度
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
苗
は
ど
ん
ど

ん
水
を
吸
い
成
長
が
予
定
よ
り
早
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
根
の
張
り
が
弱
い
と
感
じ

る
の
で
少
し
気
が
か
り
で
す
」
と
本
音
を
話
し

て
く
れ
た
。
そ
の
他
の
生
産
者
も
同
様
に
今
年

は
苗
の
成
長
が
早
い
よ
う
で
、
中
に
は
急
ピ
ッ

チ
で
田
植
え
の
準
備
に
迫
ら
れ
る
方
も
い
た
よ

う
だ
。

　
当
Ｊ
A
管
内
で
は
2
，3
2
2
ha
の
作
付
け

を
予
定
し
、
約
1
2
，1
0
0
t
の
収
穫
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
田
植
え
作
業
は
5
月
下
旬

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
6
月
上
旬
ご
ろ
に
は
全
て
の

作
付
け
が
終
了
す
る
見
込
み
だ
。

　
春
の
陽
気
に
名
残
を
感
じ
る
5
月
9
日
。

　
安
平
町
追
分
地
区
特
産
の
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
が

今
年
も
初
出
荷
を
迎
え
た
。

　
初
出
荷
と
な
っ
た
の
は
、
追
分
旭
地
区
の
林

出
一
樹
さ
ん
。
昨
年
よ
り
、
1
日
遅
く
30
箱
少

な
い
初
出
荷
と
な
り
、
計
37
箱
を
出
荷
。
初
出

荷
を
迎
え
た
林
出
さ
ん
は
「
今
年
は
前
年
よ
り

着
果
ま
で
天
気
に
恵
ま
れ
、
玉
の
生
育
は
良

か
っ
た
。
し
か
し
着
果
後
の
天
気
が
悪
く
仕
上

げ
の
管
理
に
苦
労
し
不
安
も
あ
っ
た
が
、
例
年

通
り
仕
上
が
り
も
良
く
、
糖
度
も
乗
り
高
品
質

な
メ
ロ
ン
を
出
荷
で
き
た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
て

い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
出
荷
同
日
、
追
分
野
菜
集
荷
場
で
は
、
初
出

荷
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
綺
麗
に
ネ
ッ
ト
が

張
ら
れ
た
メ
ロ
ン
の
姿
が
、安
平
町
を
は
じ
め
、

市
場
、
J
A
、
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
者

や
報
道
陣
に
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
て
、
追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組

合
の
安
井
貴
志
組

合
長
は
、「
昨
年

は
出
荷
で
6
万
箱

を
超
え
、
販
売
金

額
に
つ
い
て
も
、
3
億
円
を
超
え
る
実
績
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。今
年
度
の
出
荷
目
標
は
、

生
産
者
26
件
と
実
践
農
場
1
組
で
あ
り
、
栽
培

面
積
27
・
0
ha
、
出
荷
数
6
万
3
千
箱
、
金
額

3
億
2
百
4
十
万
円
の
目
標
と
し
て
い
る
。
こ

の
目
標
に
向
か
い
メ
ロ
ン
組
合
は
安
心
・
安
全

で
美
味
し
い
メ
ロ
ン
を
消
費
者
に
届
け
続
け
る

こ
と
を
第
一
に
、
本
日
ご
出
席
い
た
だ
い
て
い

る
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
達
成
で
き
る
よ
う
出
荷
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
後
早
速
翌
日
の

初
競
り
に
向
け
て
共
選
作
業
が
始
ま
っ
た
。

　
翌
10
日
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果
で
行
わ
れ

た
初
競
り
で
は
、
開
始
早
々
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
の

周
り
に
は
多
く
の
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。

最
高
値
は
一
箱
40
万
円
（
秀
品
5
玉
入
り
）
と

な
り
、
今
回
出
荷
さ
れ
た
37
箱
合
計
で
、
お
よ

そ
3
0
2
万
円
（
税
込
）
と
、
上
々
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

好
天
と
強
風
で
苗
管
理
に
苦
労
す
る
が
、

お
お
む
ね
順
調

厚
真
町
で
田
植
え
始
ま
る

厚真

穂別

品
質
向
上
の
た
め

講
習
会
を
実
施

む
か
わ
町
穂
別
地
区
令
和
6
年
産
の
米
生
産
に
向
け
て
始
動

穂別

早
期
出
荷
を
す
る
こ
と
で

有
利
販
売
に
つ
な
げ
た
い

南
瓜
定
植
作
業
開
始

▲先陣を切って田植えをスタートした畑嶋さん

▲こぼれやすいため慎重に作業が行われた

▲籾伏せ作業の様子

▲初セリで取引されたアサヒメロン

▲初出荷された高品質なアサヒメロン
▲収穫までの一連の

作業について確認し
た

▲検査員によるチェ
ックが行われる様子

▲10日に田植えをス
タートした木村さん

追分

今
年
の
販
売
目
標
金
額

３
億
２
百
４
十
万
円

追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
初
出
荷
・
初
競
り
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震災で被害を受けた農地完全に復旧
厚真町幌内沢地区で震災後初となる田植えが再開

　JAとまこまい広域の厚真町幌内沢地区で5月20日、震災後初めてとなる田植え作業が高橋宥悦さん（59歳）の水田で行われた。2018年
9月6日未明の北海道胆振東部地震により、同地区にある家屋や倉庫に加え農地に土砂が襲う被害に見舞われた。これまでは国の復旧工事
などで土砂置き場として貸し出していたが、ようやく農業再開できる環境が整い6年ぶりに青々と育った苗が水田に植えられた。
　田植え作業を行っていた息
子の健太さん（31歳）は「よう
やく面積が戻ってきて嬉しい。
今まで土砂置き場となってい
たので、圃場には石があったが
機械で除去してもらったので
順調に作業が進められている」
と話す。
　震災後、残る農地でメロンや
カボチャなどを栽培し復旧を
待っていた高橋さんだが、よう
やく７haの農地が戻ってきた。
幌内沢では震災の影響で6戸
から4戸に農家戸数が減少す
る中、その一部を高橋さんが後
を継ぎ耕作する。
　当ＪA管内では、2,322haの
水田に作付けし約12,100ｔの
収穫を見込んでいる。

ほうれん草部会目慣らし会・出荷原料説明会実施
出荷最盛期を前に
販売力強化に繋げる
　JAとまこまい広域ほうれん草部会は5月14日、厚真町上野地
区にある選果施設で出荷最盛期を前に共選原料受け入れに伴う目
慣らし会を実施した。生産者18名のほかに、市場などの各関係機
関などが出席した。
　当JAとJAむかわは、東いぶり広域ほうれん草部会として同基
準のもと両JAのそれぞれの施設で共選作業が行われている。平
成5年から部会を立ち上げ共同出荷を開始し、高い選果基準や鮮
度維持期間の長い梱包資材を用いて他産地との差別化を図り販売
力強化に努めている。

　同説明会で
は担当職員から現物のほうれん草を用いながら共選選果基準の周知を行ったほか、持ち
込まれる原料における注意点などが説明された。
　同部会は、近年厚真町が独自に研修農場を開設し新規就農者の育成・支援など積極的
に行っていることから、部会へ新規就農者の加入が続いている。目慣らし会でも多くの新
規就農者が参加し、原料の受入れ基準など概要説明を真剣に耳を傾け聞いていた。
　前段では昨年新規就農の果たした郷野晃慈さん（41歳）のハウスを視察。その中で胆
振改良普及センター東胆振支所の担当職員から基本的な管理の方法や今後発生が予測
される病害虫の防除など説明がされた。

令和6年度 JAとまこまい広域 生産組織、組織代表者、事務局担当者名簿 令和6年5月1日時点

桶野　昭則
中泉　英男
大島　裕孝
中村　伸一
桶野　昭則
明石　啓嗣
大江　雅之
原子　優斗
開米　　輝
明石　啓嗣
佐藤　雄二
開米　　輝
越後谷直広
斉藤　克則
清水　和人
清水　和人

清水　和人
森山　　拓
森山　　拓
森山　　拓
森山　　拓
森　　昌弘
粟野　啓太
近藤　克之
宮田　洋介
遠藤　　拓
遠藤　　拓
粟野　啓太
近藤　克之
大江　雅之
清水　和人
小寺　裕則
富士野周平

斎藤　克則
竹山　幸司
森　　昌弘

開米　　輝

上﨑美古都
岡光　寛夫
新岡　駿斗

文字　玲雄
藤井　裕也

宮田　洋介
本間登美子
斎藤　克則
且見　利奈
下田奈穂子
森山　　妙

近藤　健一
長谷川秀一
高橋　清吾
星　　正寛
安井　貴志
山崎　基憲
紀藤　康宏
酒井　　徹
谷口　龍治

㈱東農場 東　　洋一
高田　弘幸
中田　正敏

(有) 農林興発 木本　幹二
大槻　昌一
出口　良助
楠野　公夫

横澤　健二
西島　隆行
林出　一樹
鎌野　太地
高橋　浩司
土居　　元
後藤　　馨
土屋　祐規

柴田　健志
中村　由美
土屋　祐規
菊地　英智
清川　　正
小谷　暁志
石井　幸秀
柴田　健志

大槻　昌一
富永　勝利
折坂　泰宏

小西　克典

中村　俊太
秋田　　実
村田　尚洋

西川　泰洋
橋本　祥彰

中澤　誠弥
中村　利香
溝口　千晴
松原小夜子
冨永小百合
西村　雪絵

阿部　修一
飯浜　直樹
早坂　信一
森本　　豊
富樫瑛一朗
荒城　一憲
東　　洋一
高橋　良夫
岩倉　啓一
工藤　英暢
南　　美彦
大久保　悟
大蔵　　巧
斉藤　謙吉
小谷　正芳
竹田　大介

出口　良助
安井　貴志
安井　貴志
友広　　博
大久保　悟
山口　善紀
種田　和彦
後藤　　馨
柴田　健志
中澤　　浩
小林　朋導
種田　和彦
清川　　正
菊地　英智
品川　真澄
丹羽　俊介
石崎　憲一

斉藤　謙吉
水橋　　勉
桐木　洋光

中道　幸夫

阿部　高幸
大家　吉宣
浅野　美樹

池田　晃司
菅原　修介

菊地　亮介
吉田亜須香
飯田　秀子
内藤　圭子
谷口　麻弥
渡部美栄子

三田　邦明

上田　周志

上田　周志

小寺　裕則

早坂　祐哉
黒畑　宏明
黒畑　宏明
清水　和人

森　　昌弘

坂口　　元
早坂　祐哉

且見　　曉

上﨑美古都
且見　　曉

川原　拓也

早　来
追　分
厚　真
穂　別
安　平
厚　真
穂　別
早　来
追　分

厚真・穂別
早　来
追　分

厚真・穂別
苫小牧

厚　真

早　来
厚　真
穂　別

苫小牧
追　分
厚　真

安　平

白老・苫小牧
安　平
厚　真

早来支部
追分支部

穂別支部
白老支部

苫小牧支部
早来支部
追分支部
厚真支部

米生産振興会早来支部
追分米生産振興会
米生産振興会厚真支部
JAとまこまい広域米生産振興会穂別支部
麦生産振興会安平支部
厚真町畑作振興会麦部会
JAとまこまい広域麦生産振興会穂別支部
豆類生産振興会早来支部
追分豆類生産振興会
厚真町畑作振興会豆部会
てん菜生産振興会早来支部
追分てん菜生産振興会
てん菜生産振興会厚真支部
苫小牧市ハスカップ園芸作物振興会
そ菜園芸振興会
いんげん部会
軟白ねぎ生産組合 令和５年３月解散
北海道２１世紀村
そ菜園芸振興会
アサヒメロン組合
カンロ組合
ごぼう生産部会
ハスカップ部会
穂別営農振興会議
ほべつメロン生産部会
むかわ町穂別馬鈴薯原種生産組合
穂別アスパラ部会
穂別カンロ生産部会
穂別長芋生産部会
穂別葉菜類有機栽培研究会
穂別にら栽培研究会
広域南瓜生産部会　早来支部
広域南瓜生産部会　厚真支部
広域南瓜生産部会　穂別支部

花卉生産組合
花卉生産部会
花卉部会

安平町菜の花生産振興会

和牛生産改良組合
和牛生産改良組合
和牛生産改良組合

広域理事　宮本　悠揮
広域理事　橋本　祥彰

広域理事　上村　将兵
広域理事　竹田　照美
広域理事　溝口　千晴
広域理事　高林　清美
広域理事　友広　由加
広域理事　秋永　晴美

広域麦生産振興会

広域豆類生産振興会

広域てん菜生産振興会

広域南瓜生産部会

広域ブロッコリー部会
広域馬鈴薯生産部会
広域加工馬鈴薯部会
広域グリーンアスパラ部会

広域花卉専門部会

広域いちご部会
広域トマト部会

広域和牛振興協議会

広域和牛振興協議会担い手部会
広域養豚振興協議会

広域青年部

新岡　駿斗

松田　孝裕

組　織　名 地区名 組　　織　　名役　職　名
会　長 副会長 事務局

役　職　名
会　長 副会長 事務局

吉野　智貴畑嶋　宏謙

大頭　歩実

柴田　健志
上村　義昭

井澤　佑介
天野　勝晶

高橋　健太
藤本　貴則

石崎代里子
田代　敦子

小松　　浩

大浦　夕輝

宮崎　晴美

和牛生産改良組合

広域理事　石田　拓矢

広域理事　末政　知和

広域理事　中澤　珠美

早　来

追　分

穂　別

穂　別

白老支部

厚真支部

穂別支部

中村　清人森本　　豊阿部　修一

富樫瑛一朗

岩倉　啓一

大久保　悟

丹羽　俊介

北島　誠視
小泉　貴裕
近藤　健一
宮本　義彦

佐伯　修一
沖田　善輝

阿部 高幸（筆頭）
大家　吉宣
浅野　美樹

上村　将兵
斉藤　政則

東　　洋一

工藤　英暢

南　　美彦

石崎　憲一

金谷　清万
山崎　基憲
中道　幸夫
出口　良助

桐木　洋光

山川　克基
桐木　政三

小松　　浩

福島幸太朗
富樫瑛一朗

石田　拓矢

小寺　裕則

井原　功太

木林　茂樹小松　　浩

溝口　憲昭

桐木　政三

剣持　拓史

本田　健悟

安井　貴志

竹葉　　淳

小谷　正芳
種田　和彦

富樫瑛一朗
溝口　憲昭

上田　文夫
金子　義宗

城畑　克考
松本　拓哉

富樫美紀夫
河村美枝子

宮本　悠揮
橋本　祥彰
末政　知和
上村　将兵

広域米生産振興会

広域そ菜園芸連絡協議会

広域ほうれん草部会

広域畜産振興連絡協議会

広域酪農振興会

森山　　妙友広　由加高林　清美広域女性部

もぎたて市部会

▲原料持ち込み基準を説明する担当者

▲選果基準のサンプルを見て学ぶ研修農業生

▲震災後初となる田植えを行う高橋健太さん

修正前
（今回はインデザインで制作）
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組　織　名 役　職　名 地区名 組　　織　　名 役　職　名
会　長 副会長 事務局 会　長 副会長 事務局

広域米生産振興会 森本　　豊 長澤　健次 中村　清人

早　来 米生産振興会早来支部 阿部　修一 川田　　毅 戸坂　嘉伸
追　分 追分米生産振興会 長澤　健次 友広　　博　 中泉　英男
厚　真 米生産振興会厚真支部 早坂　信一 高橋　清吾 大島　裕孝
穂　別 JAとまこまい広域米生産振興会穂別支部 森本　　豊 星　　正寛 近藤　克之

広域麦生産振興会 安井　貴志 荒城　一憲 三田　邦明
安　平 麦生産振興会安平支部 安井　貴志 高橋　良夫 中泉　英男
厚　真 厚真町畑作振興会麦部会 荒城　一憲 工藤　英暢 明石　啓嗣
穂　別 JAとまこまい広域麦生産振興会穂別支部 東　　洋一 紀藤　康宏 大江　雅之

広域豆類生産振興会 岩倉　啓一 高田　弘幸 上田　周志
早　来 豆類生産振興会早来支部 高田　弘幸 宮本　義彦 原子　優斗
追　分 追分豆類生産振興会 岩倉　啓一 谷口　龍治 開米　　輝

厚真・穂別 厚真町畑作振興会豆部会 海沼　孝太 中田　峻平 明石　啓嗣

広域てん菜生産振興会 大久保　悟 大蔵　　巧 上田　周志
早　来 てん菜生産振興会早来支部 坂田　英樹 松原　信一 佐藤　雄二
追　分 追分てん菜生産振興会 大久保　悟 牧野　浩明 開米　　輝

厚真・穂別 てん菜生産振興会厚真支部 大蔵　　巧 ㈲農林興発 木本　幹二 越後谷　直広

広域そ菜園芸連絡協議会 竹葉　　淳 土屋　祐規
山崎　基憲 小寺　裕則

苫小牧 苫小牧市ハスカップ園芸作物振興会 斉藤　謙吉 長井　和宏 斉藤　克則

早　来
そ菜園芸振興会 竹葉　　淳 宮本　義彦 清水　和人
いんげん部会 竹田　大介 楠野　公夫 清水　和人
北海道２１世紀村 出口　良助 清水　和人

追　分

そ菜園芸振興会 安井　貴志 西島　隆行 森山　　拓
アサヒメロン組合 安井　貴志 林出　一樹 森山　　拓
カンロ組合 友広　　博 鎌野　太地 森山　　拓
ごぼう生産部会 大久保　悟 高橋　浩司 森山　　拓

厚　真 厚真町ハスカップ部会 山口　善紀 土居　　元 村上　　尊

穂　別

穂別営農振興会議 土屋　祐規 後藤　　馨 窪田　剛士
ほべつメロン生産部会 後藤　　馨 土屋　祐規 近藤　克之
むかわ町穂別馬鈴しょ原種生産組合 由布　龍哉 宮田　洋介
穂別アスパラ部会 柴田　健志 中澤　　浩 遠藤　　拓
穂別カンロ生産部会 小林　朋導 中村　由美 遠藤　　拓
穂別長芋生産部会 土屋　祐規 由布　龍哉 窪田　剛士
穂別葉菜栽培研究会 清川　　正 菊地　英智 近藤　克之
穂別にら栽培研究会 菊地　英智 中村　則彦 大江　雅之

広域南瓜生産部会 石崎　憲一 丹羽　俊介 小寺　裕則
早　来 広域南瓜生産部会　早来支部 小谷　暁志 梅田　智之 清水　和人
厚　真 広域南瓜生産部会　厚真支部 丹羽　俊介 石井　幸秀 小寺　裕則
穂　別 広域南瓜生産部会　穂別支部 石崎　憲一 柴田　健志 富士野周平

広域ほうれん草部会 竹葉　　淳 上田　文夫
角地　　渉 早坂　祐哉

広域ブロッコリー部会 金谷　清万 大垣　勇人 坂口　　元
広域馬鈴薯生産部会 山崎　基憲 小泉　貴裕 黒畑　宏明
広域加工馬鈴薯部会 中道　幸夫 近藤　健一 黒畑　宏明
広域グリーンアスパラ部会 宮本　義彦 竹葉　　淳 清水　和人

広域花卉専門部会 斉藤　謙吉 早坂　祐哉
苫小牧 花卉生産組合 斉藤　謙吉 長井　和宏
追　分 花卉生産部会 水橋　　勉 富永　勝利 竹山　幸司
厚　真 厚真町花卉部会 桐木　洋光 折坂　泰宏 早坂　祐哉

広域いちご部会 山川　克基 小林　広和 坂口　　元
広域トマト部会 桐木　政三 沖田　善輝 村上　　尊

安　平 安平町菜の花生産振興会 中道　幸夫 小西　克典 開米　　輝

広域畜産振興連絡協議会 富樫瑛一朗 小松　　浩
松本　拓哉 木林　茂樹

広域酪農振興会 松本　拓哉 城畑　克考
伊藤　雄太 剣持　拓史

広域和牛振興協議会 小松　　浩
阿部　高幸
浅野　美樹
大家　吉宣

居川　　渉

白老・苫小牧 和牛生産改良組合 阿部　高幸 中村　俊太 上崎美古都
安　平 和牛生産改良組合 大家　吉宣 秋田　　実 岡光　寛夫
厚　真 和牛生産改良組合 浅野　美樹 村田　尚洋 新岡　駿斗

穂　別 和牛生産改良組合 小松　　浩 柴田　健志
上村　義昭 新岡　駿斗

広域和牛振興協議会担い手部会 福島幸太朗 上村　将兵 居川　　渉
広域養豚振興協議会 富樫瑛一朗 清野　光弘 居川　　渉

もぎたて市部会 桐木　政三 富樫美紀夫
河村美枝子 川副　春哉

広域青年部 石田　拓矢

小西　勇生
安井進乃輔
末政　知和
上村　将兵

川原　拓也

白老支部 広域理事　石田　拓矢 大浦　夕輝 井澤　佑介
天野　勝晶

松田　孝裕
三浦　　凌

早来支部 広域理事　小西　勇生 宮本　悠揮 梶原　英俊 文字　玲雄
追分支部 広域理事　安井進乃輔 菅原　修介 橋本　祥彰 藤井　裕也

厚真支部 広域理事　末政　知和 高橋　健太 藤本　貴則
渡部　勇樹 吉野　智貴

穂別支部 広域理事　上村　将兵 中澤　誠弥 石崎　大知 宮田　洋介

広域女性部 高林　清美 友広　由加 森山　　妙

白老支部 広域理事　竹田　照美 吉田亜須香 中村　利香 本間登美子
苫小牧支部 広域理事　溝口　千晴 飯田　秀子 溝口　千晴 斉藤　克則
早来支部 広域理事　高林　清美 内藤　圭子 松原小夜子 且見　利奈
追分支部 広域理事　友広　由加 谷口　麻弥 冨永小百合 下田奈穂子
厚真支部 広域理事　秋永　晴美 渡部美栄子 斉藤めぐみ 森山　　妙

穂別支部 広域理事　中澤　珠美 宮崎　晴美 石崎代里子
田代　敦子 大頭　歩実

令和6年度 JAとまこまい広域 生産組織、組織代表者、事務局担当者名簿 令和6年5月1日時点



　早来支所正組合員の前JA代表理事専務の楠野公夫様がご逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を表すると共に心よりご冥福をお祈り申し上げます。

楠野前JA代表理事専務の訃報

楠野 公男　令和6年5月8日にご逝去（享年77歳）
平成３年～平成13年　旧早来町農協理事
平成13年～平成17年　とまこまい広域農協理事
平成17年～平成26年　とまこまい広域農協早来地区担当理事
平成26年～平成31年　とまこまい広域農協代表理事専務

理事会報告
令和6年5月8日（水）に総合営農センターで第5回理事会が開催され、次の事項について報告、承認がされました。

報 告
事 項

  1. 一般報告と当面する諸行事について

  2. 3月末財務報告について

  3. 組合員の異動について

  4. 固定資産の取得、処分について

  5. 不稼働資産の売却について

  6. 支所の日と固定資産確認・車両管理点検実施について

  7. 令和6年度給与改定について

  8. 決算監事監査の意見に対する回答について

  9. 経営定期点検5年度改善事項の対応状況について

10. 准組合員加入促進について

11. JAバンク経営戦略シートの策定について

12. 令和6年度共済推進要領について

13. 令和6年度水稲作付け意向調査及び非主食用米配分について

14. 令和5年度穂別活性化基金の運用について

付 議
事 項

議案第 １ 号　決算監事監査の回答について

議案第 2 号　行政庁に対する業務報告書の提出について

議案第 3 号　令和6年度ディスクロージャー誌策定について

議案第 4 号　信用事業方法書の一部変更について

議案第 5 号　JAバンク利用者保険など管理規程の一部変更について

議案第 6 号　出資の減口と譲渡について

議案第 7 号　理事への貸付について

議案第 8 号　理事へのリース貸付について
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理
が
好
き
で
飲
食
業
の
道
へ
進

ん
だ
が
、同
じ
野
菜
な
の
に
味
が
違
う

こ
と
に
気
づ
き
、徐
々
に
料
理
を
作
る

こ
と
か
ら
食
材
の
生
産
へ
興
味
が
移

り
就
農
を
決
意
し
た
」と
話
す
。

　就
農
に
当
た
っ
て「
知
人
な
ど
を
介

し
実
際
に
新
規
就
農
し
た
生
産
者
の

元
へ
出
向
き
話
を
聞
い
て
回
っ
た
。最

終
的
に
情
報
提
供
し
て
く
れ
た
生
産

者
が
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
差
し
て

い
る
と
感
じ
た
厚
真
町
で
農
業
を
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
応
募
し

ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　就
農
早
々
に
は
強
風
に
よ
っ
て
ハ

ウ
ス
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
、大
豆
や

ト
マ
ト
な
ど
が
害
獣
に
食
べ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
り
と
苦
労
を
重
ね
、今
で
は

昔
か
ら
繋
が
る
飲
食
店
な
ど
へ
自
ら

食
材
を
届
け
て
い
る
市
島
さ
ん
。「
お

客
様
か
ら
継
続
し
て
支
持
し
て
も
ら

え
る
こ
と
や
、直
接
野
菜
を
美
味
し
い

と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
活
力
に

繋
が
る
」と
話
し
て
く
れ
た
。ま
た
野

菜
の
発
送
も
行
っ
て
お
り
、遠
方
で
は

九
州
ま
で
届
け
て
い
る
よ
う
だ
。

　「ゆ
く
ゆ
く
は
水
稲
を
始
め
た
い
。

最
低
限
の
機
械
は
既
に
揃
っ
て
い
る
。

厚
真
町
は
米
の
町
な
の
で
近
隣
で
多

く
の
農
家
が
栽
培
し
て
い
る
の
を
見

て
、水
稲
栽
培
に
意
欲
が
湧
い
た
」と

話
す
市
島
さ
ん
。現
在
の
野
菜
同
様
に

水
稲
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
の
栽
培
を

夢
見
る
が「
色
々
な
要
件
が
揃
わ
な
け

れ
ば
出
来
な
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
の

で
、し
っ
か
り
と
慣
行
栽
培
を
習
得
し

て
基
盤
を
固
め
た
い
。ま
ず
は
一
歩
一

歩
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
北
海
道
豊
富
町
で
生
ま
れ
育
っ

た
市
島
聡
さ
ん
は
、厚
真
町
の
富

野
地
区
に
あ
る
農
業
担
い
手
セ
ン

タ
ー
で
３
年
間
農
業
の
知
識
習
得

と
ホ
ウ
レ
ン
草
や
南
瓜
な
ど
様
々

な
品
目
を
実
践
的
に
学
び
令
和
３

年
に
就
農
。今
年
で
４
年
目
を
迎

え
た
。現
在
は
約
１
ha
の
畑
で
レ

タ
ス
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、カ
ブ
、青
大
豆

を
従
業
員
１
名
と
市
島
さ
ん
の
二

人
で
栽
培
管
理
す
る
。

市島　　聡さん（39歳） 厚真町上野
いち しま あきら

将
来
に
向
け
て

農
業
の
や
り
が
い

就
農
の
き
っ
か
け

さんさん かがやく

期待の農力

経営規模拡大を視野に入れ、
より効率的な農業を目指す
経営規模拡大を視野に入れ、
より効率的な農業を目指す
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遮光ネットの設置例 スプリンクラー設置例

こまめな清掃 臨時の水槽を設ける

細霧装置

胸元への風が効果的

さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

令和6年度　ＪＡとまこまい広域試験概要（一部抜粋）
乳牛の暑熱対策

本格的な夏を迎え
｢換気・送風｣｢飲水｣｢飼養管理｣
について再度チェックしよう！

J A とまこまい広域

ワンポイント営農情報

図　幼穂形成期からの水管理のポイント

シリーズNo.50　おいしい米づくり

　穂の基となる、幼穂の確認（右図）は稲に合わせた
管理を行うためには重要な作業です。

「xarvio（ザルビオ）」ホクレンスマート農業実証試験●その他

化学肥料使用量削減に向けた堆肥入り肥料の効果確認
資材：YCS257●南瓜

腐植酸施用による生育・根域・収量調査
資材：アグロリグSC 協力：酪農学園大学●大豆

既存の追肥量を少量多回数にすることによる増収効果確認 協力：東京農業大学●秋まき小麦

幼穂形成期頃の追肥による収量増加効果検証
資材：尿素・硫安（粒）●水稲

本年度、クリーン農業係がサポートする各種試験事業の取組み概要を紹介致します。
主に、増収に重点をおいた試験を計画しております。

　幼穂形成期～止葉期 18日程度
　幼穂形成期～出穂・開花 25日程度
　出穂・開花～収穫 45～50日程度

【幼穂形成期以降の生育日数の目安】

幼穂形成期の確認と、生育に合わせた水のかけひきを

１ 牛舎内の通気を良くしよう

２ 換気・送風効果を高める工夫を
＜送風機の清掃＞
　羽根に付着したほこりやクモの巣を取り除く。

＜角度や位置の調整を行い、効果を再確認＞
　繋ぎ牛舎では胸元に風を向
けると効果が大きくなります。
フリーストール牛舎では飼槽前
やベッドに風が当たり、強い風
の当たる割合が多くなるように
調整する。

＜細霧（ミスト）の散布＞
　管内にも導入され始めています。効果や暑熱による損
失等を考慮して検討してください。

　換気・送風による対策は、風を直接体に当て乳牛の体感温度を下げます。牛舎内に
効率よく外気を取り入れ、温度と湿度の両方を下げることが重要です。

３ いろいろな対策を工夫して
①出入り口や窓に遮

光ネットを張り、日
光や畜舎に入る風
の温度を抑制。

②屋根への散水や断
熱資材を設置、牛
舎内の温度上昇を
防く。   

③水槽の清掃、連続水槽の利用、水量、水圧の確
認。清潔で新鮮な水をいつでも充分に飲める
環境作り。

④サイレージの品質確認と日が当たらないように
保管、サイレージの変敗を防ぐ。

⑤良質粗飼料に切り替えたり、切断長を短くし、
無駄なく食い込ませる工夫。

（考参：ミルクの国とちぎ乳牛の暑熱対策マニュアル令和4年 https://www.pref.tochigi.lg.jp/g06/nyugyusyonetu.html）

風速
（m/ 秒）

体感温度の
低下（℃）

6.0
8.5

10.4
12.0

1.0
2.0
3.0
4.0

風速と体感温度の関係

作物名 試験内容

　昨年、いもち病の発生が見られたほ場では、止葉期前に初発がないか確認をして下さい。
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News & Topics f rom JA JA からのお知らせ

令和6年5月15日

J A 日 誌

2024   6月
16日
17日
18日
19日

第5回企画会議

厚真町町長選挙告示

厚真支所共済一斉推進～28日

イオン新さっぽろ店「まるごと穂別フェア」～30日（新札幌）

胆振生産連総会（総会）

連合会総会～19日（札幌）

あつま田舎まつり～23日 

厚真支所 豊穣祈願祭

北海道花き生産連合会現地研修会（七飯） 

大卒採用試験　第２クール（苫小牧）

20日
21日
22日
23日

早来支所共済一斉推進～21日（苫小牧東部地区含む）、
第2回　JA日胆地区女性協理事会（苫小牧）

24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

2024   7月
1日
2日
3日
4日
5日
6日
7日
8日
9日

10日
11日
12日
13日
14日
15日

月

火

水

木

金

土

火

水

木

金

土

日

月

日

月

日

月

火

水

木

金

土

日

金

土

日

月

火

水

木

あびら夏うまかまつり～7日、胆振地区JA野球大会（伊達）

全道LAスマサポ大会

新紙幣発行、ブロッコリー出荷・目慣らし会

みのり監査期中Ⅰ（～5日）

ホクレン乳牛市場

追分多目的倉庫地鎮祭（予定）

海の日（祝）

白　老

苫小牧

早　来

厚　真

穂　別

追　分

とまこまい
広 　 　 域

胆 振 管 内

市 場 計

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

2 7
12

3

2 5
2 4
3 0
2 2
2 3
15

5
2

113
7 5

2 0 4
13 5
9 7 9
7 4 9

6 3 8 , 815
5 0 3 , 6 6 7
613 , 0 0 0

5 5 9 , 4 0 0
4 91, 917
5 9 0 , 7 3 3
511, 318
5 8 9 , 7 8 3
5 4 0 , 0 0 0
514 , 4 0 0
4 6 2 , 0 0 0
5 9 2 , 310
5 0 8 , 3 0 7
6 01, 515
4 9 4 , 2 0 0
5 5 3 , 713
4 5 8 , 2 9 0

1.171
1. 0 9 5
1. 2 9 0

1.16 4
1. 0 3 2
1.14 9
1. 0 4 9
1.15 7
1.10 6
1. 0 9 5
0 . 9 2 9
1.16 0
1. 0 5 9
1.17 5
1. 0 4 8
1.13 7
1. 0 2 0

1, 8 5 4
1, 4 6 3
1, 613

1, 613
1, 5 41
1, 715
1, 5 4 2
1, 7 2 5
1, 6 0 3
1, 5 2 5
1, 5 6 9
1, 716
1, 5 41
1, 7 4 2
1, 5 2 0
1, 6 3 8
1, 4 5 3

平均kg/単価（円）性別 成立頭数（頭） 価格平均（円） 平均日齢/体重（kg）

　JAとまこまい広域の厚真町本所で5月1日、「JAバンク取引推
進プログラム」の表彰状授与式が執り行われ、JA北海道信連札幌
支所の野崎義智支所長から追分支所金融共済課を代表して橋本淳
課長へ表彰状と副賞が手渡された。
　令和4年度～令和6年度でJAバンク北海道の中期戦略の一環
として、利用者の利便性向上並び個人IB（インターネットバンキン
グ）などの強化により農業者と地域住民から信頼され選ばれるJA
バンク北海道を目指すことを目的として、令和5年4月1日～令和
6年3月31日を対象期間として実施した。
　同表彰は、令和5年3月末時点で推進対象顧客の多い順に5グ
ループに分け、翌年3月末時点までにそれぞれのグループで獲得
顧客数の増加率が大きい店舗が表彰された。同課は５グループで
1位を獲得し今回の受賞となった。

追分支所金融共済課表彰を受ける

広域農協支所別取引成績（5月）ホクレン南北海道
黒毛和種市場

試用期間解除辞令、経験者採用辞令、
４地区専務会海外研修～6日（オーストラリア）

お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。

4/25

5/6

5/12

86

84

97

厚真町

安平町

厚真町

大蔵　洋一さん

野澤　ミツさん

嘉指　昭一さん

月 日   地 区      氏　　 名        享年

5/13

5/19

5/20

86

89

94

山川　　博さん

宮本　幸雄さん

谷口　フミさん

月 日   地 区      氏　　 名        享年

厚真町

安平町

安平町

4地区監事協議会総会、ホクレン肉牛市場、
JA共済全国表彰


